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桜の年輪 
 

校 長  柿沼 隆一 

 

９月に入り、日本付近の海上で発達した台風が迷走を繰り返し、秋雨前線を刺激して全

国的に雨を降らせました。昼間の日差しはまだ強く感じられることが多いですが、夜はだ

いぶ過ごしやすくなってきており、秋の訪れを感じます。感染症の流行は少し下火になっ

てきたようですが、全校生徒が参加する体育大会が無事行えるよう、これまでと同様に感

染予防を徹底していこうと思います。 

  

本宿中学校の正門付近には 3本の桜の木があり、開校当時から毎 

年春には見事な花を咲かせます。ところが数年前からそのうちの 1 

本の状態が悪く、強い風などで折れてしまう危険性が指摘されてい 

ました。校内の樹木は業者に依頼して定期的に剪定を行っています 

が、生徒の安全を第一に考え、今回その業者にその桜を切ってもら 

うことにしました。大きな木であり、根が張っているため切り株は 

残してありますが、残された切り株の年輪が 40年以上も本宿中の 

生徒を見守ってきた歴史を物語っているように感じました。      残された切り株 

 もう一つ驚いたことがありました。正門横の植栽の中にスズメバ 

チの巣が作られており、大きさがバレーボールくらいであることが 

わかりました。これも剪定の業者に取り去ってもらいましたが、生 

徒に危険が及ぶ前に処理できたのは不幸中の幸いでした。本宿中の 

自然の豊かさを改めて感じました。 

  

本校ではこれまで国際理解教育の一環としてガーナの中学生と 

交流（2018年度、2019年度）を行ってきましたが、昨年度はイン    スズメバチの巣 

ドネシアの中学校（SMP Labschool Cibubur）と交流を行い、アー 

トマイル国際協働学習プロジェクトの取り組みとして、壁画を協働で制作しました。壁画

を制作するにあたり両校の生徒がインターネットを介した会議を行い、SDGs（持続可能な

開発目標）について様々な意見交換行い、それをもとに図柄を考えました。そして、壁画

の右半分を本校の生徒が描き、左半分をインドネシアの生徒が描いて完成させました。せ

っかく作った壁画を日本に住んでいるインドネシアの人 

にも見てもらおうと、9月 1日、壁画制作に関わった代 

表生徒 4人がインドネシア学校東京（Sekolah Republik 

 Indonesia Tokyo）を訪ねました。当日はインドネシア 

の中学生 5人と話をすることができ、壁画に描かれた青 

い図柄がインドネシアの布地で使われている模様である 

ことを教えてもらいました。やはり、インターネットを 
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介してではなく、直接会うことが本当の交流になることを再確認しました。 

今年度はエストニアの中学生と交流を行い、昨年同様壁画を制作する予定になっていま

す。 

この活動を通し、生徒たちの国際理解が進むことを願っています。 

 

３年 全国学力・学習状況調査 
 ４月１９日（火）に実施されました。昨年の調査項

目（国語・数学・生活意識調査）に加え、今年度は理

科も調査対象となりました。 

全国学力・学習状況調査は、「義務教育の機会均等と

その水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課

題を検証し、その改善を図るとともに、学校における

児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に

役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に

関する継続的な検証改善サイクルを確立する」ことと

されています。 

 

右の円グラフから読み取れることは、学習に対する興味・関心が全国水準より上回って

いることがわかります。また、教科学力についても理科が全国水準とほぼ同じで、国語と

数学は上回っています。一方、生活習慣・学習習慣、規範意識・自己有用感については、

全国水準を下回っています。 

 

例えば、自己有用感を調査する項目に「将来の夢や目標を持っていますか」という質問

がありました。「あてはまらない」と答えた生徒の割合が比較的多く、将来の夢や目標を持

てないことが、さまざまな部分に影響してくる可能性もあります。 
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また、「自分にはよいところがある」「先生は、あなたのよいところを認めてくれている

と思いますか」という質問項目に対する調査結果も同様の傾向が見られました。自分のよ

いところがないとか、先生は自分のよいところを認めてくれないと感じている生徒の割合

が比較的多いという結果を、我々教職員は真摯に受け止めます。 

 

 
 

 
 また、各調査項目から気になる部分を紹介しますと、平日の携帯電話やスマートフォン

によるＳＮＳ、動画視聴時間が 4時間以上で３０％、3時間以上だと４９．６％と約半数

の生徒が使用していることがわかりました。そして、「決まった時間に寝ているか」「決ま

った時間に起きているか」「毎日、朝食を食べているか」などの調査結果にも影響している

のか、全国水準と比較しても低い結果となっています。調査時期が 3年生の 4月段階であ

って、現在は多くの生徒が部活動等も引退をして、計画的に生活していることと思います

が、ぜひご家庭でもこの調査結果を話題にしてもらい、日頃の生活を見直す機会としてほ

しいです。 
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【10月の主な予定】 

10月 4日 専門委員会（後期初回） 

7日 3年生英語検定 

11日 進路説明会 

   14日 第 3回学校運営協議会/児童生徒交流日 

20日 文化発表会（ステージ発表・展示） 

21日 文化発表会（合唱コンクール） 

28日 生徒会たてわり活動 

     3年生面談（～11月 4日） 
 

 

【今年度の学校行事の予定】 

体育大会    ９月１５日           実施←10月号でお知らせします。 

文化発表会  １０月２０日・２１日  予定通り 

1年職業講話 １１月２５日      予定通り 

※これらの予定は感染症の拡大状況により変更することがあります。 
 

《お願い》 

欠席等のご連絡で電話をする場合、 

８：１５から８：２５までにお願いします 
 

8 時３０分～４０分の時間帯は職員が打合せを行い、情報共

有をしています。 

お願いいたします。 

ＰＴＡよりお知らせ 

 

ＰＴＡ推薦委員会が発足しました。みなさ

まのご協力をいただきたいと思いますの

で、よろしくお願いします♪ 

 

１０月２９日（土）に予定されていたまし

た「ＰＴＡバザー」は残念ながら中止とさ

せていただきます。申し訳ありません。 


